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対象と方法：頸椎症や外傷等の既往のない正常人 9 人と 999 年 6 月から 2006 年 3 月までの間筑波大学附属
病院および県南病院脳神経外科で加療された症例で脊髄核磁気共鳴灌流画像を取得した 92 例のうち減圧術
前後で灌流情報が取得できた患者 4 例を対象とした。核磁気共鳴装置は .5T Gyroscan ACS-NT（Philips 
Medical Systems, Best, Netherlands）で頸部用コイルを併用した。核磁気共鳴灌流画像は前記 PRESTO 法
を用い取得した。ROI（Region of interest）の設定は脊髄の T 強調画像矢状断で 2 椎体ごとに計 3 個の
ROI を設定し，また同一スライス上で橋に対照となる ROI を設定した。すべてのデータは work station に
転送し Easy Vision 4.0（Philips Medical Systems, Best, Netherlands）を用いて解析した。各 ROI における
【376】
－850－
灌流パラメータ mean transit time（MTT），bolus arrival time（T0），time to peak（TTP）をそれぞれ計
測した。それぞれのデータは橋におけるデータとの比で表した。また術後複数回核磁気共鳴灌流情報を取得
した 6 例につきデータの再現性を検討した。
結果：正常人での ROI 設定を  椎体毎と 2 椎体毎とで検討したところ，susceptibility effect の検出率には
差は認められなかった。また頸椎症性脊髄症患者での術前術後の核磁気共鳴灌流画像の検討では，臨床的予















　本研究は，Principles of echo shifting with a train of observations（PRESTO）法を用いて，正常人の頸
椎における脊髄局所核磁気共鳴灌流画像のデータ取得条件を決定するとともに，頸椎症性脊髄症を呈する患
者の術後の脊髄局所灌流の変動を解析した意欲的な研究である。本研究では，頸椎症性脊髄症の発症に脊髄
の血流障害が関与していることが示されるとともに，定性的ではあるが，術後早期に脊髄の灌流が改善し以
降安定していることが明らかにされ，臨床的に重要な知見が得られている。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
